
 

 

 

 

 

 

 

 第 12 号 

令和７年 7 月 14 日 

校長 田上 明男 

令和７年度 秋津小学校だより  

 
 

 

先週 8日(火)、今年度第１回目の学校評議員会を開きました。学校評議員制度 

とは、学校をもっとよくするために、地域の人たちの意見を聞くしくみです。 

学校は、教師だけでなく、地域（ちいき）や保護者（ほごしゃ）と協力して、 

子どもたちを育てていく場所です。それ故に、いろいろな人の「見方」や「考え」 

を取り入れて、もっとよい学校にしていこう！という目的で、この制度ができま 

した。 

さて、第１回目は私から学校の経営方針を説明しました。 

今年度の学校教育目標は「笑顔があふれ 一人一人のいのち輝く学校～考える・ 

つながる・挑戦する～」です。そして、学校経営のテーマは「『夢と希望をもって 

明日を迎えよう‼』子どもが主役の学校づくり」としています。さらにそこから 

具体的に我々がめざす姿として「①子どもたちが主役の学校 ②教育員も子ども 

も居心地がよい学校 ③学びの共同体としての学校」を挙げ、一つずつ説明を加 

えていきました。 

評議員の方々も頷きながら、聞いてくださいました。ある評議員さんからは「今年度『考える・つながる・挑

戦する』の３つの順番を入れ替えられたのは、とても良いと思います。」とご自分の経験談を語られながら、感

想を述べられました。また別の評議員さんからは「この１年で挨拶ができるようになってきたなと感じていま

す。日中でも『こんにちは』と大きな声で言ってくれます。思いを言葉に乗せている、人を幸せにしてくれてい

ますよ。」と話されました。また、子どもたちの生活で気になる部分についても言及されました。「JA 近くの道

路でキックボードをしている子がいて、狭い道路なので心配しています。」「川の中に土管があり、中央公園とつ

ながっているのですが、そこに入っている子もいるようです。立入禁止の看板もあるけど古いので分かりづらい

のかも知れません。」「狭い道路での自転車の飛び出しが危ないですね。」etc…。 

この日は各学級をまわっての授業参観も行い、学習の様子をご覧いただきました。これからも多くの目で見守

りながら、子どもたちの健全育成にあたっていきます。 

11 日(金)、不審者対応避難訓練を実施しました。学校内に不審者が入り込んだ時にどう行動するかを考え

ていきました。 

今回、アドバイザーとして東警察署スクールサポーター 西さん、秋津校区防犯協会長 中山さん、副会長 

貝島さん、東区安全協会秋津支部長 工藤さんにもご参加いただきました。 

訓練後、音楽室より全校児童参加のオンラインによる「安全集会」を実施しました。その中でスクールサポ

ーターの西さんが「いかのおすし」について話されました。子どもたちもお話を聞き、考えてくれたことと思

います。その後、「秋津小学校安全対策協議会」も開き、その中でアドバイザーの方々から、外部の視点で不

審者等に対する対策についての助言をいただきました。 

これから夏休みに入ります。子どもたちは学校を離れ、日中それぞれで過ごすことになります。中には、お

家の中に一人でお留守番というご家庭もあると思います。ご家族で「知らない人に会ったり、話し掛けられた

時には、あなたはどう行動する？」「知らない人から電話が掛かったり、家のピンポーンが鳴った時には、ど

うする？」等、お子さんと話し合いをお願いします。そして、その結果の「どうする」を書いて常に見える所

に貼っておくと、咄嗟の場合にもそれを見て落ち着いて行動できると思います。各ご家庭でお約束ごとを決

めて、安全で、安心な日々が送れますようよろしくお願いいたします。 

 

   
 

 


